
経
費
を
調
達
し
て
い
た
が
、
上
供
米
額
が
固
定
さ
れ
て
半
世
紀
以
上
を
綬
た
紹

照
末
年
(
一

二
世
紀
末
)
、
江
西
の
州
軍
な
ど
で
は
苗
米
生
産
の
向
上
に
と
も

な
う
歳
入
額
の
増
加
に
よ
り
、
固
定
さ
れ
た
上
供
額
を
こ
え
て
苗
米
が
貧
徴
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
州
ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
多
い
州
で
は
歳
入
賞
徴

の
ニ

0
1三
O
W
Aに
あ
た
る
留
州
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
ヘ
ン
戟
争
と
近
代
世
界

カ日

藤

結
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ア
ヘ
ン
戦
争
(
一
八
四

0
1四
二
年
)
は
、
過
去
半
世
紀
の
史
皐
に
よ
れ

ば
、
中
図
近
代
史
の
起
黙
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
中
園
近
代
の
特
質
は
牢
植

民
地

・
宇
封
建
祉
舎
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
ア
ヘ
ン
戟
争
を
侮

統
的
な
一
園
史
の
文
脈
に
限
定
せ
ず
、
戦
争
の
相
手
図
で
あ
っ
た
「
超
大
闘
」

イ
ギ
リ
ス
と
そ
の
支
配
下
の
諸
園
、
ま
た
清
朝
中
園
を
中
心
と
し
周
遊
の
朝
貢

園
か
ら
な
る
筆
夷
秩
序
の
鑓
動
、
そ
し
て
鎖
闘
中
の
日
本
な
ど
を
ふ
く
め
て
、

園
際
政
治
史
の
文
脈
か
ら
次
の
一
一
一
黙
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

ω戦
争
の
原
因
と
な
っ
た
ア
ヘ
ン
。
貿
易
(
三
角
貿
易
)
、
植
民
地
財
政
、

清
朝
財
政
、
通
貨
(
銀
銅
爾
位
制
)
問
題
な
ど
。

例
制
割
膝
の
形
態
と
そ
の
選
揮
。
戦
争
は
庚
義
の
政
治
の

一
形
態
で
あ
り
、
外

交
と
い
う
別
の
形
態
と
針
比
し
つ
つ
考
え
る
。
外
交
に
は
情
報
収
集
(
必

要
言
語
の
習
得
韓
制
を
ふ
く
む
)
・
分
析

・
剣
断
が
不
可
紋
で
あ
り
、
圏

内
へ
の
情
報
流
通
や
情
報
の
媒
盟
(
文
字
・
言
語
、
映
像
媒
鐙
な
ど
〉
、

世
論
な
ど
も
重
要
な
要
素
と
な
る
。

ω戟
争
の
嘗
一
該
圏
外
へ
の
政
治
的
影
響
と
新
た
に
で
き
た
園
際
政
治
の
構
園

①
ア
メ
リ
カ

・
フ
ラ
ン
ス
、
②
日
本
、
③
朝
鮮

・
シ
ャ
ム
・
ベ
ト
ナ
ム
な

ど
の
朝
貢
圏
、
④
牽
夷
秩
序
の
鑓
動
、
⑤
新
図
際
政
治
の
構
園
|
!
と
く

に
事
後
へ
の
拘
束
力
お
よ
び
波
及
数
果
、

⑥
徳
也
と
し
て
の
近
代
世
界
。

清
末
民
一
初
の
刑
法
典
論
争

野

子

和

中
園
に
お
い
て
近
代
的
法
典
の
編
纂
が
始
ま
っ
た
の
は
、
今
世
紀
の
初
頭
、

西
太
后
新
政
の
な
か
に
於
い
て
で
あ
っ
た
。
沈
家
本
ら
が
修
訂
法
律
大
臣
に
任

命
さ
れ
、
修
訂
法
律
舘
が
関
か
れ
て
、
参
考
と
す
る
震
の
外
園
法
の
翻
謬
か
ら

作
業
が
始
ま
っ
た
。
一
九

O
六
年
清
朝
の
立
懲
準
備
と
と
も
に
、
こ
の
編
纂
作

業
は
加
速
さ
れ
、
一
九

O
七
年
に
は
中
園
最
初
の
近
代
的
な
刑
法
草
案
が
完
成

す
る
。
我
が
園
の
法
問
学
者
岡
田
朝
太
郎
の
起
草
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の

草
案
は
残
虐
な
鐙
罰
の
廃
止
、
死
刑
の
範
囲
の
縮
小、

縁
坐
の
廃
止
な
ど
、
一

定
の
限
度
に
お
い
て
、
法
の
下
に
お
け
る
個
人
の
人
穫
を
認
め
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
草
案
が
一
た
び
箔
聞
に
付
せ
ら
れ
る
や
、
中
園
奮

来
の
家
族
制
度
を
破
療
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
激
し
い
非
難
に
遭
遇
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
潟
、
草
案
は
一
部
修
正
さ
れ
る
が
、
近
代
法
と
し
て
の
位

系
を
崩
す
わ
け
に
ゆ
か
ず
、
暫
行
一章程
五
昨
慨
を
附
則
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
移

行
措
置
と
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
宣
統
二
年
(
一
九
一

O
)
の
冬
に
は
、
資

政
院
に
お
い
て
、
新
刑
律
推
進
振
と
反
針
波
の
あ
い
だ
で
論
戦
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
大
き
な
焦
貼
に
な
っ
た
の
が
、
暫
行
章
程
の
付
卑
幼
の
傘
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親
日
脚
に
到
す
る
犯
罪
に
は
正
嘗
防
衡
を
認
め
な
い
、
口
無
夫
の
婦
に
も
姦
逼
罪

を
適
用
す
る
、
の
二
傑
項
で
あ
っ
た
。
反
針
汲
は
家
族
制
度
維
持
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
燦
項
を
刑
律
本
文
に
盛
り
込
む
こ
と
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
の

民
法
典
論
争
の
再
現
で
あ
る
中
園
の
刑
法
典
論
争
の
も
っ
た
意
義
に
つ
い
て
論

じ
た
い
。
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